審議会情報シート

	審議会名
	京都市帰宅困難者観光地対策協議会

	担当課
	産業観光局観光ＭＩＣＥ推進室

	審議会設置の目的
	大規模災害時における帰宅困難者に対する対策として，避難や誘導等に関する考え方を作成する。

	任期中の会議の回数
	年間　２回，任期中　２回～４回

	委員数
	全委員数３５名（男性３２名，女性３名）

	女性の登用率の達成
	□達成（３５％以上）

■未達成（３５％未満）

	委員の公募
	□公募する　（　　　人）
■公募しない

（公募しない理由：　観光関連事業者及び主要観光地からの意見聴取を行うことを目的としているため。）

	市民公募委員の役割
	

	公募の条件
	具体的に

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	□選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	□実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　□実施しない

	審議会の公開
	■公開する　　　　　　□公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	■公表している　　　　　□公表していない

■広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。
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